
質
問
書

日
本
の
再
処
理
工
場
の

ガ
ラ
ス
固
化
は
、
成
功
の
見

通
し
が
立
た
ず
技
術
は
破

綻
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？

政
府
回
答
（
一
二
月
五
日
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
：
日
本
の

採
用
し
て
い
る
『
直
接
加

熱
ガ
ラ
ス
固
化
』
は
技
術

的
課
題
を
概
ね
克
服
し
て

い
る
。

規
制
庁
（
一
月
一
〇
日
）

終
了
報
告
書
を
受
領
し

て
い
る
が
、
現
工
場
の
新
基

準
審
査
終
了
後
の
使
用
前

検
査
で
確
認
す
る
。

市
民
側
発
言

六
ケ
所
工
場
は
二
〇
一

三
年
六
月
以
降
中
断
中
、
し

か
も
出
来
上
が
っ
た
「
ガ
ラ

ス
固
化
体
」
は
国
会
答
弁
の

六
割
程
度
し
か
高
レ
ベ
ル

廃
液
を
含
有
し
て
い
な
い
。

六
ケ
所
工
場
は
、
Ａ
炉

Ｂ
炉
と
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
終
了
報
告
書
が
出
さ
れ

た
が
、
規
制
委
員
会
の
審

査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

固
化
炉
の
運
転
終
了
報
告

書
は
規
制
委
員
会
が
必
ず

審
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
位
置

づ
け
が
問
わ
れ
て
い
る
。

東
海
再
処
理
工
場
は
二

〇
一
六
年
一
月
、
九
年
ぶ
り

に
ガ
ラ
ス
固
化
作
業
を
再

開
し
た
が
翌
年
に
は
停
止

し
た
。
昨
年
七
月
に
再
開
し

た
が
ま
た
す
ぐ
に
止
ま
り

来
年
五
月
再
開
予
定
と
す

る
。
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
あ
る
。

質
問
書

重
大
事
故
に
つ
い
て

「
再
処
理
施
設
の
位
置
構

造
及
び
設
備
の
基
準
に
関

す
る
規
則
」
に
よ
っ
て
「
蒸

発
乾
固
」
ま
で
を
対
象
に

し
、
さ
ら
に
そ
の
「
拡
大

防
止
の
有
効
性
」
を
審
査

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が

こ
の
規
則
で
、
爆
発
に
至

る
か
も
し
れ
な
い
事
故
全

体
を
審
査
で
き
る
の
か
？

政
府
回
答

規
制
庁
：
（
重
大
事
の
防
止

は
）
一
般
論
と
し
て
は
、
再

処
理
事
業
者
に
一
義
的
責

任
が
あ
る
。
新
基
準
は
、
蒸

発
乾
固
の
発
生
・
拡
大
防
止

の
対
策
を
要
求
し
て
い
る
。

そ
の
拡
大
防
止
に
つ
い
て

万
策
が
尽
き
た
状
態
で
も

対
策
を
要
求
し
て
い
る
。
規

制
庁
は
事
業
者
が
申
請
し

た
も
の
を
審
査
す
る
立
場

で
あ
る
。

市
民
側

新
規
制
基
準
で
は
「
事
故

は
起
こ
り
う
る
」
を
前
提
と

し
て
い
る
の
に
、
蒸
発
乾
固

後
の
溶
融
・
揮
発
放
出
・
爆

発
を
想
定
し
な
い
の
は
お

か
し
い
。
国
は
日
本
原
燃
に

対
し
、
蒸
発
乾
固
後
の
対
策

に
つ
い
て
も
報
告
を
要
求

し
て
ほ
し
い
。

「
溶
融
・
揮
発
・
爆
発
」

の
大
事
故
に
至
っ
た
場
合
、

事
故
被
害
責
任
は
事
業
者

と
し
た
が
、
原
子
力
規
制

委
員
会
設
置
法
第
二
条

（
任
務
）
に
は
「
国
民
の

生
命
、
健
康
及
び
財
産
の

保
護
、
環
境
の
保
全
・
・

原
子
力
利
用
に
お
け
る
安

全
の
確
保
を
図
る
」
と
あ

る
。
大
事
故
の
第
一
義
的
な

責
任
は
事
業
者
に
あ
る
と

し
て
済
ま
せ
る
無
責
任
な

態
度
は
許
さ
れ
な
い
。

質
問
書

再
処
理
工
場
の
重
大
事

故
に
つ
い
て

旧
西
ド
イ
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一
月
一
〇
日
、
第
一
衆
議

院
議
員
会
館
会
議
室
で
、
脱

原
発
政
策
実
現
全
国
ネ
ッ
ト

が
設
定
し
、
十
二
月
五
日
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
回
答
が
不
十

分
で
あ
っ
た
項
目
に
つ
き
原

子
力
関
係
省
庁
担
当
者
と
市

民
の
意
見
交
換
会
（
ヒ
ア
リ

ン
グ
）
が
再
度
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

前
回
に
引
き
続
き
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
安
定
化

な
ど
早
急
に
対
処
す
べ
き
こ

と
を
市
民
側
か
ら
質
問
し
、

政
府
側
か
ら
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
重
大
事
故
対
策
な
ど
、

急
を
要
す
る
切
実
な
問
題
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。



ツ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う

に
政
府
が
責
任
を
持
っ
て

事
故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
公
開
し
、
再
処
理
工

場
の
可
否
に
つ
い
て
国
民

の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き
で
は

な
い
か
？

政
府
回
答

規
制
庁
：(

答
え
ず)

市
民
側

高
レ
ベ
ル
廃
液
事
故
の

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
そ
の

汚
染
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
？

な
ぜ

わ
が
国
で

は
も
っ
と
も
大
切
な
国
民

を
守
る
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
評
価
を

し
、
真
実
を
国
民
へ
知
ら
せ

な
い
の
か
？

こ
の
よ
う

な
真
実
を
知
ら
せ
な
い
姿

勢
が
福
島
原
発
事
故
を
招

い
た
背
景
に
あ
っ
た
。
こ
の

教
訓
を
行
動
に
変
え
て
ほ

し
い
。

質
問
書

東
海
再
処
理
施
設
は
海

抜
６
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。

福
島
第
一
原
発
の
よ
う
に

巨
大
津
波
に
襲
わ
れ
れ
ば

重
大
事
故
に
見
舞
わ
れ
る
。

東
海
第
二
原
発
と
同
じ
よ

う
に
丈
夫
な
防
潮
堤
を
建

設
せ
よ
。

政
府
回
答

規
制
庁
：
事
業
者
が
申
請
し

た
津
波
対
策
の
妥
当
性
を

確
認
し
、
今
後
進
め
る
。

市
民
側

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
す
で
に
津
波

対
策
を
提
出
し
て
い
る
が

今
回
、
原
子
力
安
全
を
担

当
す
る
規
制
庁
等
の
係
官

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
安

全
審
査
は
事
業
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
『
申
請
書
』
を
、

新
規
制
基
準
に
従
っ
て
審

査
す
れ
ば
よ
い
の
だ
」
と
い

う
発
言
が
あ
り
疑
問
に
思

っ
た
。
◆
原
子
力
規
制
庁
の

担
当
官
と
し
て
の
言
葉
で

あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
も
無

責
任
に
聞
こ
え
る
。
新
規
制

基
準
審
査
は
、
事
業
者
か
ら

提
出
さ
れ
る
申
請
書
を
、
基

準
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
点
検
評
価
す
る
だ
け

な
の
だ
ろ
う
か
？
◆
こ
と

は
、
超
危
険
な
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
問
題
で
あ
る
。
万
が
一
、

貯
槽
タ
ン
ク
の
電
源
を
喪

失
す
れ
ば
、
崩
壊
熱
で
沸
騰

こ
れ
は
防
潮
堤
で
は
な
く
建

屋
の
強
靭
化
な
ど
の
対
策
と

思
わ
れ
る
。
防
潮
堤
に
つ
い

て
確
認
し
た
い
。
結
局
は
、

事
業
者
が
防
潮
堤
を
建
設
し

た
い
と
申
請
し
な
け
れ
ば
、

国
か
ら
は
指
示
し
な
い
と
い

う
姿
勢
で
、
責
任
を
事
業
者

に
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

し
、
掃
気
で
き
な
け
れ
ば
放

射
線
分
解
水
素
が
溜
ま
る
。

廃
液
は
蒸
発
乾
固
・
揮
発
・

硝
酸
塩
爆
発
ま
で
考
え
ら

れ
る
。
◆
私
た
ち
は
「
新
規

制
基
準
」
に
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
の
設
計
基
準
を
超

え
る
大
事
故
に
つ
い
て
の

「
科
学
的
で
正
確
な
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
政
府
や

ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
が
行
っ

た
よ
う
な
核
種
毎
の
環
境

放
出
に
係
わ
る
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
評
価
が
必
要
と

考
え
る
。
◆
原
子
力
規
制
委

員
会
は
新
規
制
基
準
で
見
落

と
し
て
い
た
り
、不
備
な
面
は

な
い
の
か
、常
に
点
検
し
不
備

は
改
め
て
行
く
べ
き
だ
。指
摘

さ
れ
て
い
る
高
レ
ベ
ル
廃
液

の
蒸
発
乾
固
後
の
最
悪
事
故

と
環
境
汚
染
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
公
開
す
る
べ
き
で

あ
る
。

（
尚
）

白
金
族
問
題
に
難
渋

東
海
再
処
理
施
設

日
本
の
Ｔ
Ｖ
Ｆ
（
東
海
ガ

ラ
ス
固
化
施
設
）
は
、
炉
内

に
、
ガ
ラ
ス
に
高
レ
ベ
ル
廃

液
を
滲
み
込
ま
せ
供
給
し
、

直
接
通
電
し
ジ
ュ
ー
ル
熱

を
発
生
さ
せ
高
温
と
し
溶

融
さ
せ
る
方
法
で
す
。
し
か

し
高
レ
ベ
ル
廃
液
に
は
白

金
族
元
素
が
混
じ
っ
て
い

る
の
で
、
高
温
溶
融
時
に
堆

積
し
、
通
電
し
発
熱
が
減
衰

し
予
定
の
高
温
に
達
せ
ず

炉
の
運
転
は
難
渋
し
ま
し

た
。

白
金
族
元
素
問
題
は
な
い
。

ア
レ
バ
社
工
場

フ
ラ
ン
ス
の
ア
レ
バ
社

再
処
理
工
場
の
ガ
ラ
ス
固

化
溶
融
炉
は
、
炉
を
外
部
か

ら
熱
す
る
方
式
で
す
。
廃
液

を
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
炉

で
「
か
焼
」
し
、
ガ
ラ
ス
フ

リ
ッ
ト
（
粉
末
ガ
ラ
ス
）
と

混
合
し
、
高
周
波
で
加
熱
し

溶
融
さ
せ
、
「
ガ
ラ
ス
固
化

体
」
と
し
ま
す
。
外
部
加
熱

の
た
め
、
白
金
族
元
素
堆
積

に
よ
る
電
気
短
絡
問
題
は

発
生
し
ま
せ
ん
。

供給方式

高レベル廃液をガラ

スカートリッジに含浸

して供給

加熱の方法

ガラスへの直接通電に

よるジュール熱により

炉内を高温とする直接

加熱方式。

供給方式

カルサイナで仮焼し

た高レベル廃液とガラ

スフリットと混合して

供給

加熱の方法

高周波により溶融炉

を加熱しガラスを溶融

する間接加熱方式。

再
処
理
工
場
で
作
ら
れ
た

《
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
》
は

液
体
状
で
貯
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
冷
却
し
な
け
れ
ば
崩
壊

熱
で
沸
騰
し
、
掃
気
し
な
け
れ

ば
放
射
線
分
解
水
素
が
溜
ま

り
ま
す
。
安
定
策
と
し
て
放
射

性
廃
液
を
ガ
ラ
ス
粒
子
と
一

緒
に
高
熱
で
溶
融
さ
せ
、
《
ガ

ラ
ス
固
化
体
》
と
す
る
こ
と
が

早
急
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
の
ガ
ラ
ス
固
化
の

方
法
と
英
仏
の
方
法
に
つ
い

て
比
較
し
て
み
ま
し
た
。


